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１．はじめに 
  

我が国において観光は地域経済起爆剤として期待され、

国内観光や外国人観光客の受け入れなどを重点的に取り

組んでいる地域が非常に多い。持続可能な観光地づくりを

進めていくためには、多様化するニーズや旅行形態を的確

に分析し、その上で策定した戦略に基づく観光施策の展開

が不可欠である。 
しかし、多くの観光地が個性を活かした観光資源の創出

に苦労している。その要因の１つとして多様化するニーズ

に対するマーケティング、即ち行動や意識を記述するデー

タの不足が挙げられる。観光客の行動や意識、満足度の把

握には、主にアンケートが用いられてきた。アンケート調査

は分析のために収集したい情報が直接得られるという利点

がある反面、任意の一時点での調査であり行動パターンが

広域かつ多様で、季節により魅力が変動するといった非定

常な行動・現象を的確に把握するには課題が残る。 
近年インターネットの発達に加え、手軽に情報発信でき

るためのツール等が急速に普及し、多くの人々が自分の経

験や感想等を Web 上に発信するようになった。観光・余暇

活動をその対象として扱ったものも非常に多く見られる。 
本研究では、観光・余暇活動を扱った日記型 Web サイト

「ブログ」に着目し、ブログに記述された内容による観光行

動・意識分析の適用可能性を分析することを目的とする。 
 

２．観光ブログ情報の特性 
  

ブログ（Blog）とは、日付入りの記事ページを中心としたウ

ェブサイトである。写真や文字を主体に記述される点は従

来のホームページ同様であるが、作成が容易であることに

加え、読み手とのコミュニケーションも容易で匿名性も確保

されやすいことから、インターネットで活動の記録や感想、

意見を表現する手段として非常に人気が高い。 
観光・余暇行動を記述したブログも多数存在している。こ

れらのブログのほとんどには、旅行の動機、行程、訪問箇

所、食事、休憩箇所、宿泊箇所、同伴者など行動の内容が

記述されている。加えて、対象となる観光・余暇行動の感想

や印象が表現され、作成者が独自の視点で評価をしている

場合が多い。 
ブログ情報に含まれる情報や特性について、従来のアン

ケート調査による方法との比較を表－１に示す。上述の特

性以外のブログ情報の長所は、対象観光地や時期が限定

されない点に加え、分析のためのコーディングが不要であ

り、費用面でも優位である。また自発的記述であるため、記

述者の意図的なバイアスを含む可能性が極めて低いことが

考えられる。反面、帰宅トリップが記述されにくい、個人属

性がわかりにくいなどといった欠点を有する。 
表－１ 観光ブログ情報とアンケート調査との特性比較 

  ブログ情報 アンケート調査 

対象地域 ・限定なし（全国各地） ・調査実施箇所のみ 

対象時期 ・限定なし ・調査実施日のみ 

対象者 ・主に観光客（着地） ・観光客（着地）、居住者

（発地）とも可能 

費用 ・直接経費がほぼ不要 ・調査員人件費、印刷費、

コーディング等の経費

を要する。 

回答者の

負担 

・自発的記述 

・回答者の実質負担なし 

・強制的記述 

・回答者の時間を拘束 

データの

特性 

・帰宅トリップが抜けやすい 

・評価とその要因が明確 

・知名度が低いが魅力あ

る観光地が抜けやすい

加工・ 

分析 

・コーディング不要 ・集計分析しやすい（選択

式の設問が多い場合）
 
３．観光ブログ情報を用いた観光行動・意識の基礎分析 

（１）分析の概要 

観光ブログ情報の観光行動・意識分析の適用可能性を

分析するため、2007 年に世界遺産登録された「石見銀山遺

跡とその文化的景観（島根県大田市）」について記述された

観光ブログ情報を用い、分析を行った。石見銀山の観光客

数は世界遺産登録をきっかけに各地から幅広く観光客を集

め、2007 年の観光入込客数は約 71 万人（前年比 78%増）

となっている 1)。 
周辺には東方向に出雲大社（出雲市）、松江市街・玉造

温泉（松江市）、境港・水木しげるロード（鳥取県境港市）、

西方面にはしまね海遊館アクアス（浜田市）などの著名な観

光地が存在する。また石見銀山付近には「砂時計」で有名

な仁摩サンドミュージアムや三瓶山（大田市）などがある。

石見銀山周辺は公共交通のサービス水準が低く、観光の

ための交通手段は自動車（観光バス含）に依存している。 
表－２にデータの収集・分析手順を示す。分析に用いた

ブログ情報は、大手検索サイトの公開型ブログより、「石見

銀山」かつ「旅行」のキーワードで検索しヒットしたブログ（約

800 件）のうち、旅行について記述されている上位 30 件を

対象とした。次に得られた情報を形態素解析ツール
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（ChaSen）2）を用い文章を単語（品詞）レベルに分解した後、

活用の標準化と表現方法の違いの修正を行った。 
表－２ 観光ブログ情報を用いた分析の手順 

①観光ブログ情報のサンプリング 

大手検索サイトの公開型ブログより、「石見銀山」&「旅行」で検索

し抽出。（ヒット数800件のうち旅行記録のある上位30件を抽出）

②形態素解析（言語処理） 

ブログデータを「単語（品詞）」レベルに分解。 
併せて、表現方法の違いの修正などのクリーニングを実施 

③集計分析 

単語の出現回数・順序等の分析 
（観光地名、旅行形態、魅力、印象などのキーワード等） 

  
（２）分析結果 

 石見銀山を中心とした観光行動・意識について、上記の

データを用いて分析した結果を以下に示す。なお本稿で

は現時点で完了している基礎的分析結果を記している。出

現順序等の詳細な分析結は口頭発表時に報告したい。   
■訪問観光地（図－１） 

島根の観光を象徴する「出雲大社」や、「松江」、「大山」

など石見銀山より東側の観光地・地名の出現回数が多く、

石見銀山を訪れた観光客は主に東部の観光地を周遊して

いることが伺える。また道の駅「キララ多伎」の出現回数も多

く、印象に残りやすい箇所であることが伺える。  
■魅力（図－２） 

石見銀山を象徴する「世界遺産」のキーワードが目立つ。

「食べる」、「温泉」等のキーワードも頻出し、石見銀山を中

心とした圏域にこれらの要素を期待していることが伺える。

また「砂時計」等映画・テレビに関するキーワードも見られる。  
■交通手段（図－３） 

「車」、「バス」など自動車に関連するキーワードが多く、

鉄道は殆どない。「飛行機」の出現回数も多く、遠方からの

アクセス手段として航空便も主体となっていることが伺える。  
■印象（図－４） 

「！」、「？」、「♪」などの記号が上位を占めている。また

ネガディブなキーワードが少ない傾向にある。  
■その他 

食べ物については、名産である「そば」が多かった。次い

で多かったのが「パン」、「ソフトクリーム」などの軽食であり、

軽食も主要な食事と同様に印象に残りやすいことが伺える。 
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図－１ 地名・観光地に関するキーワードの出現回数 

142
55

45
42

35
34
33

20
18
18
17
17

15
12
11
11
10
10

0 50 100 150

見る・見学
世界遺産

歩く
温泉

雨
食べる

砂時計（ドラマ）
帰る
参拝
散策

昔
庭園

町並み
日本海

夕日
歴史

鬼太郎
撮影

 

図－２ 観光地特性に関するキーワードの出現回数 
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図－３ 交通手段に関するキーワードの出現回数 
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図－４ 印象に関するキーワードの出現回数 

 

４．まとめとの今後の展望 
  
本論文では観光ブログ情報を用いて分析を行うことは、

多様な観点からキーワードを抽出し、観光行動や意識など

の特性を顕在化させることができる点などから一定の有効

性を示すことができた。 

今後はマーケットバスケット分析などキーワードの出現パ

ターン分析、総合満足度と個別要素のインパクトの関係な

どの基礎的分析を深め、観光・余暇行動における行動・意

識構造の明確化を図る。その上で訪日外国人観光客など

の行動・意識構造の分析を行い、併せて分析手法の更なる

簡素化を図り、今後の地域振興に資する持続可能な観光

戦略立案のための分析手法の確立を図りたい。 
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